
  

【申請書（表）の記入例】

・対象となる高校生等以外に１５歳（中学生を除く。）以上２３

歳未満の扶養している兄弟姉妹について記入してください。 

・続柄は、生徒を

基準に記入してく

ださい。 

 

・保護者等の氏名

と続柄を記入して

下さい。 

 

・保護者等でない

祖父母、扶養され

ていない兄弟姉妹

の記載は不要です。 

・申請者の氏名等記

入してください。 

住民票上の住所を記

入してください。 

・修正する場合は、二重線で抹消し、正

しい内容を記入してください。 

・確認の上、両方にレ印を記入してください。 

・保護者等は原則として親権者となります。親権者がいない場合は未成年後見人、主

たる生計維持者、生徒本人の順になります。 

全て基準日（申請する年の７月１日 ）現在の状況について記入願います。 

※黒のペン又は、黒のボールペン（消せるボールペン等の使用は不可）を使用してください。 

※黄色で塗りつぶしてる所を記入して下さい。 

・学校へ提出する日としてください。 

（７月１日以降の日付） 

・生徒の氏名等を記

入してください。 



【申請書（裏）の記入例】

※黄色で塗りつぶしてる所を記入して下さい。 

・確認・誓約事項を確認の上、署名してください。 

・確認の上、必ずレ印を記入して下さい。 

・①～③に該当する場合は、保護者等全員の所得に関する書類（所得課税証

明書・非課税証明書等）を添付してください。 

・④～⑥に該当する場合は、生徒本人又は主として生徒の生計をその収入に

より維持している者  

（医療保険各法(注)における扶養者等）の所得に関する書類を添付してくだ

さい。また、主として生徒の生計をその収入により維持する者がいるかどう

かについて確認できる書類（健康保険証等の写し）を添付してください。 

・確認の上、必ずレ印を記入して下さい。 

扶養している１５歳（中学生を除く。）以上２３歳未満の兄弟姉妹の健康

保険証の写しを添付してください。 

 ただし、国民健康保険証の場合は必ず扶養申立書と保険証の写しを合わ

せて提出してください。 

・保護者等とは、親権を行う者（親権を行う者のないときは未成年後見人）をいい、次の①～⑤を除きます。 

  ① 児童福祉法第33条の２第１項、第33条の８第２項又は第47条第２項の規定により親権を行う 

          児童相談所長 

  ② 児童福祉法第47条第１項の規定により親権を行う児童福祉施設の長 

  ③ 法人である未成年後見人 

  ④ 民法第857条の２第2項に規定する財産に関する権限のみを行使すべきこととされた未成年後見人 

  ⑤ その他生徒の就学に要する経費の負担を求めることが困難と認められる保護者 



【口座振込申出書の記入例】

押印してください。 

申請書と同じ日付です。(7月1日以降の日付) 

 必ず保護者名義で記入をお願い致します。 

生徒名・住所・申請者

名・電話番号記入してく

ださい 

【扶養申立書の記入例】 

子を扶養している保護者氏名と住所です。(上下とも同じ名前と住所記入して下さい。) 

被扶養者（当該生徒の兄弟）の氏名を記入してくださ

申請書と同じ日付です。(7月1日以降の日付) 

国民健康保険証の提出する方のみ保険証(写)と合わせて「扶養申立書」を提出

してください。 

必要枚数コピーしてください。 

※黄色で塗りつぶしてる所を記入して下さい。 


